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令和 7 年度 「新堀荘」地域連携推進会議 議事録 

 

 

 

 

 

 

◆会議次第 

  (１)  地域連携推進会議構成委員紹介 

  (２)  理事長挨拶 

  (３) 「日中サービス支援型グループホーム 新堀荘」について 

  (４)  施設見学 

   (５)  意見交換、質疑応答（会議に参加された委員の方々からのご意見・感想など） 

  

1. 地域連携推進会議構成委員紹介 

委員名簿に沿って順次ご起立いただき、ご紹介しました。 

２．理事長挨拶：「障害者の地域生活の場づくり」と「地域連携推進会議」の目的について 

   グループホームは、障害のある方々の「地域で暮らす生活の場」として平成元年に制度化されま

した。それまでは、家庭で過ごすことができなくなった障害者は、人里離れた「入所施設」で集団

生活をしていました。昭和５６年の「国際障害者年」を契機に、「完全参加と平等」の理念のもとに、

障害があっても「住み慣れた地域で暮らし続けること」ができる「生活の場」として、「グループホ

ーム」の制度がつくられた経緯があります。また、埼玉県においても、昭和 63 年に国に先駆けて

県の単独事業として無認可（制度外）の「心身障害者生活ホーム事業」を立ち上げていました。 

   そうした状況の中で、川口市では、平成６年にひらく会が県の補助事業を活用して、市内初めて

のグループホーム「生活ホーム慈林荘」を開設しました。その後、ひらく会では 6 カ所のホームを

整備しましたが、市内のホームの数は 10 カ所程度でなかなか増えることなく 10 数年が経過しまし

た。 

  ◆会議名：日中サービス支援型グループホーム 新堀荘 地域連携推進会議 

  ◆概 要 

    ・日 時：令和８年３月３日（火）  14：00～16：00 

・場 所：新堀荘 1 階日中活動室 

・出席者：入居者１名、保護者１名、地域の方１名、障害福祉課 1 名、福祉に知見のある方 1 名 

法人関係者４名 
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その後、 平成１９年に「障害者自立支援法」が施行されたことを契機に、障害者の地域生活をめ

ぐる状況は大きく変化しました。平成 20 年代後半からグループホームの数も徐々に増え、令和元

年以降から急激に増加しました。市内のグループホームの数は、令和元年 2 月には 33 カ所（総定

員 215 名）であったものが、現在（令和 8 年 3 月）では 112 カ所（総定員 621 名）と、この 7 年

間だけで施設数は 3.4 倍、総定員数は 2.9 倍となりました。 

   こうしたグループホーム急増の背景には、保護者の高齢化により家庭での暮らしが困難となった

方の増加や国の入所施設縮小方針により、重度障害者の生活の場が不足し施設入所待機者が増加し

たことなどから、グループホームへのニーズが拡大した事情があります。しかし、その一方で株式

会社等民間の事業主体によるホームが増加した結果、中には、営利を重視するあまり、利用者から

の利用料を不適切に使用（搾取）し、食費を削って粗末な食事提供を行ったり、利用者に対し必要

な支援を行わず室内に閉じ込めているなどの虐待事例が多発する事態となっています。 

   こうした状況を踏まえて、国においては、グループホームと地域との繋がりを強化し、ホームで

の利用者の様子や施設サービスの実態などの透明性を高め、サービスの質や利用者の権利擁護等を

確保していくために、すべてのグループホーム事業者に対し、この「地域連携推進会議」を開催す

ることを今年度から義務化したところです。 

   本日、見学していただきます「新堀荘」は、既存のグループホーム利用者や在宅障害者の高齢化・ 

  重度化が進む中で、これまでのホームでは、日中の支援体制が整備されていないことから、高齢に 

  なって体力が低下しても「日中活動の場に参加し続けざるを得ない生活」を強いられている実態に 

  鑑みて、「年齢・体力を考慮し、日中活動の場に参加が困難となっている方の生活の場」として、 

  「日中もホームで自分らしく過ごすことができる」支援体制を整えた新たなグループホームの類型 

  として制度化された施設です。 

   委員の皆様には、本日の施設見学と意見交換の機会を通しまして、忌憚なくご意見・ご感想をい

ただきますとともに、今後とも地域の福祉資源としての障害者グループホームについて、ご理解を

深めていただければ大変ありがたく存じます。 

 

３．「日中サービス支援型グループホーム 新堀荘」について 

   令和 5 年５月１日地域の新たな生活の場として「日中サービス支援型グループホーム新堀荘」を

開所しました。定員は 19 名で現在は 18 名(男性：７名 女性 11 名)が入居されています。 

   短期入所（定員 1 名）も併設しており、緊急時の受け入れなどの対応を行っています。 

入居者の年齢層は 50 代～70 代の方で平均年齢は 61.8 歳で年齢層が高い方が対象のホームになっ

ています。 

通所については、日中サービス支援型グループホームの特性から日中はホームで活動することを

想定していますが、これまでの「通所施設に毎日通うことを前提とした生活」から、急に「日中も

ホームで過ごす生活」に変わることは、本人にとって精神的な負担となってしまう恐れもあること

から、本人の気力・体力を考慮しながら通所日数を少しずつ減らしていく調整をしています。通所

日数については、本人の意思を尊重しつつ、身体状況や年齢、体力、障害程度に基づき、通所先の

事業所と適時、検討・調整を行なっています。 
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ホームでの日中活動の充実にも力を入れており、週間スケジュールを作成して入居者が仲間と楽

しめる内容を取り入れています。また、入居者個々の特性に配慮した活動内容も展開しています。 

季節に合わせたイベントを積極的に企画して、季節の移ろいを感じながら、入居者と職員が共に楽

しく過ごせる場面を大切にしています。 

入居者の高齢化に伴い、体力の低下や体調面の不調を訴える方も増加傾向にあり、通院の頻度も

多くなってきているという現状があります。そのため医療面での連携体制を整え、訪問診療や訪問

歯科診療制度を活用するなど、健康面の管理体制を強化しています。 

今後、日中をホームで過ごされる方の割合が増えていくことが予想されますので、利用者さん一

人一人の特性に配慮しつつ、楽しく充実した生活が送れるように支援体制を整えていきたいと思っ

ています。 

 

４．施設見学について 

   当日は入居者が２階で活動していたため、主に２階の日中活動室から回って、入居者の活動状況

や 職員との関わり方など見ていただきました。活動の場だけでなく、居室、トイレ、浴室なども

順番に見学していただきました。 

   

５．意見交換、質疑応答 

  ・A さん（ホーム入居者） 

       ホームでみんなと仲良く生活している。 

       通所施設にもまた通い始めたので、頑張ろうと思っている。 

  ・B さん（障害福祉課の方） 

       全体的に建物がきれいで整理もされていた。トイレを見学した時、特に気になる臭気も

なく日頃から掃除が徹底されていると感じた。 

  ・C さん（ホーム所在地域に居住している方：町会長） 

       新堀荘が町会に加入してくれているのはありがたい。ただ町会内での認知度は低く、殆

どの方が新堀荘と交流がないので馴染みがない状況にある。 

※新堀荘から → 地域の方に認知して貰えるよう、新堀荘の宣伝活動も必要に思える。町会

で年間イベントもあるので、積極的に入居者と職員を派遣して交流の場を

持てるように出来ればと思っている。 

  ・D さん（ホーム利用者のご家族の方） 

       新堀荘は開所して３年経過するが、全体的にきれいな印象を受けた。 

       職員の方が入居者に対して柔軟に対応していた。関わり方も和やかな雰囲気で関係性が

良好であることが伝わった。 

  ・E さん（福祉の知見を有する方：市内でグループホームを運営している方） 

       包括型のグループホームに比べて日中支援型は職員の配置が手厚い。 

       職員の目がよく届いていた。ドアロックがあり、入居者が外へ飛び出し等の危険がない

ように安全配慮がされていた。 


